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さらに、デーレンバックの考え方を発展させれば、読み手 b のテクスト A の読み










節 b から 3章 24節の「エデンの園の物語（17）」を分析する。このテクストは資料仮
説（18）を用いた読みにおいては、ヤハウィスト（19）に帰せられる資料とされてきた。こ
の物語にはキャラクター性がはっきりと示された複数の登場人物（20）が登場し、その





章 4節 b から 2章 25節においては、ヤハウェとアダムとの対話が行われる。そし










































という点。第 2に「食べると死刑にならなければならない（24）」（創 2 : 17）という言





をその名称のまま呼ぶのは 1度だけであり、それはヤハウェ自身の口から（創 2 :
17）語られたものである。女は「園の中央の木」という仕方で言い換え、蛇は「そ












とは不可能であり、あくまでも肉体的な死を述べる言葉である。（創 20 : 7，サム上 12 : 39, 22 : 16，
王上 2 : 37, 42，王下 1 : 4, 6, 16，エレ 26 : 8，エゼ 33 : 8, 33 : 8, 14）。そのために、ヤハウェから
人間に述べられているこの言葉は、ラートは、あくまでも禁止を強調するための「威嚇」の表現で
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